
「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。
また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。令和 8年 2月１日発行
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これ、知っちょった？
秋まつりＰＲブース「ドリームズ カム ツリー」
Ｔｏｐｉｃ_２

市民の声を市政へお届け
一般質問

Ｔｏｐｉｃ_３

原 勝信議員のイチオシ !!
「山車の会と小林町大火 100 年を前に」

※小林秀峰高等学校の生徒さんが撮影。作品のタイトル「水の花」
Ｐ15に「表紙のひとコマ」を掲載しています。



夢や希望が
未来をつくります

   ひとりひとりの
        このまちの

こ
れ

、知
っちょっ

た
？

22025/12 はなみずきはなみずき№ 753

　議会をより身近に感じていただくた

め、秋まつりパレードで議会傍聴を呼び

かけるチラシを配布しました。

　また、パレード終了後は特設ブースに

おいて「ドリームズ カム ツリー」を実

施し、訪れた市民の皆さんの夢や希望

の“花”が咲き誇り、多くの交流も生ま

れました。寄せられた声は議会で共有し、

今後のまちづくりに生かしていきます。

　なお、「ドリームズ カム ツリー」は、

2 月 13 日（金）まで、市役所本館１階

のコミュニティスペースにて展示してい

ます。
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おもな委員会審査結果を報告
Focus!! 私 た ち の 暮 ら し は ど う か わ る⁇

令 和 7 年 12 月 定 例 会 は、11 月

28 日（金）から 12 月 17 日（水）

ま で の 20 日 間 の 日 程 で 開 催 さ

れ、議案 44 件を委員会に付託し、

審査しました。

おもな審査結果を報告します。

総務文教委員会・分科会
◆新体育館の使用料を設定 ◆ローイングの審判席を設置

経済産業委員会・分科会
◆農地集約化基盤整備事業 ◆竣

しゅんこうしき

工 式運営業務委託料

《議案概要》

　健幸のまちづくり拠点施設（新体

育館）のアリーナやクッキングスタ

ジオなどの使用料を設定するもの。

　　使用料設定の根拠は。

　　光熱費や維持管理費を勘
かんあん

案し、

近隣自治体の体育館と同程度に設定

した。

　　施設予約や使用料の支払方法は。

　　今年度導入する公共施設予約シ

ステムにより、パソコンやスマート

フォン等から予約が可能。従来の申

請・申込や現金支払いも可能。

問
答

問
答

《議案概要》

　健幸のまちづくり拠点施設完成に

伴う竣工式を令和８年３月 28 日に新

体育館内で開催する計画であり、そ

の運営業務のすべてを委託する。

　　式典の内容は。

　　テープカット、くす玉開きなど

のほかネーミングライツパネルの除

幕を予定している。また、式典出席

者を対象にした内覧会も計画してい

る。

問
答

《議案概要》

　小野湖におけるローイング競技場

のゴール地点の審判席を約 40 ㎡規模

で常設設置するもの。

　　市内業者で受注できるか。

　　技術的には市内業者で対応可能。

　　入札方法は。

　　一般競争入札とし、市内条件を

付すかを含め適切な入札方法を検討。

　　大会終了後の利活用について、

関係課と十分協議・検討を進められ

たい。

問
答
問

答

意

《議案概要》

　地域の担い手が行う畦
けいはん

畔除去及び整

地工の農地基盤整備に対する補助する

もので、新規申請による追加分を計上

する。

　　農地集約化の周知方法は。

　　地域計画等での説明会にて情報

提供しているが、農業委員との連携

によりさらなる周知を図る。

　　スマート農業を推進する上でも

農地集約化は重要となるため、関係

部署との連携を図り事業を推進され

たい。

意

問
答

　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

問答意

市民厚生委員会・分科会
◆放課後児童クラブの増設 ◆こども誰でも通園制度

《議案概要》

　こども誰でも通園制度が令和 8 年

度から国の給付事業に位置付けられ

たことに伴い、運営基準を定めるも

の。

　　受入れ可能な施設数は。

　　調査段階ではあるが、令和 8 年

度中に 13 施設が開設を希望してい

る。

　　試行的に実施している施設から

の意見聴取や事業の検証を行い、今

後のスムーズな運用と事業実施につ

なげ、子育て世帯の支援の充実に努

められたい。

問
答

意

《議案概要》

　令和 8 年 4 月 1 日から三松小、細

野小、南小・小林小校区で新たに放

課後児童クラブを開設する法人に対

し、開設経費の一部を補助するもの。

　　クラブの開所時間は。

　　実施要綱では午後 6 時までだが、

地域によっては延長している。クラ

ブ側の意見も聞きながら協議してい

きたい。　　

　　学校区やクラブごとの状況を把

握し、保護者や児童が利用しやすい

よう、さらなる事業の改善・充実を

図られたい。

問
答

意

（国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会施設整備事業費

予算額　7,018 万円）

（農地集約化基盤整備事業費

予算額　109 万円）

（健幸のまちづくり拠点施設整備事業費

予算額　361 万円）

（放課後児童健全育成事業費（臨時）

予算額　300 万円） （使用料の徴収に関する条例の一部改正）
（特定乳児等通園支援事業の運営に関する

　　　　　　　　　基準を定める条例の制定）
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◎議案の内容
はこちら▶

12 月定例会の
録画配信ページ

はこちら▶
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令和 7 年第 6 回臨時会   表決結果一覧 ( 令和 7 年 10 月 3 １日 )

その他
議案 73

工事請負契約の締結
令和 7 年度（繰越）国スポ・障スポ施設整備事業カヌー・ローイング競技
場整備工事（2 工区）の請負契約の締結について、議会の議決を求めるもの

原案可決

議案番号 議案名

令和 7 年第 7 回定例会  表決結果一覧
( 令和 7 年 11 月 28 日～ 12 月 17 日 )

R7 補正予算
議案 74

一般会計補正予算（第 7 号） 原案可決

議案 75 介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案 76
後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
2 号）

原案可決

議案 77 水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案 78 病院事業会計補正予算（第３号） 原案可決

議案 119
【12 月 17 日追加議案】
一般会計補正予算（第８号）

原案可決

議案 120
【12 月 17 日追加議案】
国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決

議案 121
【12 月 17 日追加議案】
西諸地域介護認定審査事業特別会計補正予
算（第１号）

原案可決

議案 122
【12 月 17 日追加議案】
介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決

議案 123
【12 月 17 日追加議案】
後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
３号）

原案可決

議案 124
【12 月 17 日追加議案】
水道事業会計補正予算（第２号）

原案可決

議案 125
【12 月 17 日追加議案】
下水道事業会計補正予算（第２号）

原案可決

議案 126
【12 月 17 日追加議案】
農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

原案可決

議案 127
【12 月 17 日追加議案】
病院事業会計補正予算（第４号）

原案可決

議案番号 議案名 表決結果

条例関係
議案 79

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準を定める条例の制定
こども誰でも通園制度（通称）について、
令和８年度から国の給付事業に位置付けら
れたことに伴い、本市における同事業の運
営基準について定めるもの

原案可決

議案 80

行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正
市の住民基本台帳に記録されていない者の
管理に関する事務について、番号法の規定
による本市の独自利用事務として定めるた
めの改正

原案可決

議案 81

印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正
印鑑登録及び証明に関する事務について標
準仕様書等に準拠した事務に見直すととも
に、電気通信事業法の一部改正に伴い同法
の条項ずれに対応するための改正

原案可決

議案 82

ひとり親家庭医療費助成に関する条例及び
子育て支援子ども医療費の助成に関する条
例の一部改正
各医療費助成についてオンラインによる資
格確認を導入するとともに、児童扶養手当
の支給の制限に係る所得基準額が見直され
たことに伴う改正

原案可決

議案 83

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例等の一
部改正
児童福祉法等の一部改正に伴い所要の改正
を行うもの

原案可決

議案 84

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正
児童福祉法等の一部改正及びこども誰でも
通園制度（通称）が令和８年度から国の給
付事業に位置付けられたことに伴う改正

原案可決

議案 85

上下水道局職員の給与の種類及び基準に関
する条例の一部改正
育児に係る職員の部分休業制度が見直され
たことを受けた改正

原案可決

議案 86

水道事業給水条例の一部改正
災害その他非常の場合において他の水道事
業者が指定した給水装置工事事業者による
給水装置工事の実施を可能にするととも
に、不正行為等を行った者に科する過料の
額を見直すための改正

原案可決

議案 87

水道布設工事監督者の配置基準及び資格基
準並びに水道技術管理者の資格基準に関す
る条例の一部改正
水道法施行令及び水道法施行規則の一部改
正により布設工事監督者及び水道技術管理
者の資格要件が見直されたことに伴う改正

原案可決

議案 88

病院企業職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部改正
育児に係る職員の部分休業制度が見直され
たことを受けた改正

原案可決

議案 89

使用料の徴収に関する条例の一部改正
小林総合運動公園及び都市公園内の有料公
園施設の名称を見直すとともに、複合体育
館において使用料を徴収するための改正

原案可決

議案 90
公の施設に関する条例の一部改正
高齢者コミュニティセンター南部いろり村
の公の施設としての用途を廃止するもの

原案可決

議案 91

小林総合運動公園市営プールの管理に関す
る条例の一部改正
小林総合運動公園及び同公園内の市営プー
ルの名称を見直すための改正

原案可決

議案 92

都市公園条例の一部改正
小林総合運動公園及び都市公園内の有料公
園施設の名称を見直すとともに、総合運動
公園内に複合体育館を設置するための改正

原案可決

議案 93
準用河川占用料徴収条例の一部改正
市が徴収する準用河川に係る土地占用料等
の金額を県に準じ改定するもの

原案可決

議案 94

シルバーワークプラザの設置及び管理に関
する条例の廃止
シルバーワークプラザの公の施設としての
用途を廃止するもの

原案可決

議案 95

堂屋敷集会施設の設置及び管理に関する条
例の廃止
堂屋敷集会施設の公の施設としての用途を
廃止するもの

原案可決

議案 118

【12 月８日追加議案】
手数料条例の一部改正
市民課窓口で住民票等の交付に係る手数料
について現金以外での徴収を可能とするた
めの改正

原案可決

議案 128

【12 月 17 日追加議案】
一般職の職員の給与に関する条例及び一般
職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部改正
人事院勧告による一般職の国家公務員の給与
改定に準じて、本市の一般職の職員の給料表、
期末手当及び勤勉手当の改定を行うもの

原案可決

議案 129

【12 月 17 日追加議案】
常勤の特別職の職員の給与に関する条例の
一部改正
特別職の国家公務員の給与改定に準じて、
市長、副市長及び教育長の期末手当の改定
を行うもの

原案可決

議案 130

【12 月 17 日追加議案】
病院事業管理者の給与等に関する条例の一
部改正
特別職の国家公務員の給与改定に準じて、病
院事業管理者の期末手当の改定を行うもの

原案可決

議案 131

【12 月 17 日追加議案】
市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正
特別職の国家公務員の給与改定に準じて、
議会の議員の期末手当の改定を行うもの

原案可決

議案 132

【12 月 17 日追加議案】
病院企業職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部改正
人事院勧告による一般職の国家公務員の給
与改定に準じて、新たに医師に採用された
職員に係る初任給調整手当の限度額の改定
を行うもの

原案可決

その他
議案 96

【12 月８日採決】
小林市過疎地域持続的発展計画を定めること
小林市過疎地域持続的発展計画を定めるこ
とについて、議会の議決を求めるもの。

原案可決

議案 97
～ 116

指定管理者の指定
・東方研修館
・平川地区コミュニティセンター
・地域・観光交流センター
・養護老人ホーム慈敬園
・上九瀬公民館
・下九瀬公民館
・内山地区運動広場
・中河間地区生活改善センター
・高齢者コミュニティセンター城山館
・原地区集会施設
・奈佐木地区多目的研修集会施設
・夏木地区多目的研修集会施設夏木館
・袋地区営農研修館
・須志原集会施設
・下田地区農業構造改善センター永田館
・内山地域福祉センター
・須木診療所及び内山へき地診療所
・須木農産物加工場
・小林市立図書館
・小林総合運動公園市営プール

原案可決

議案 117
財産の取得
トランポリン競技用備品一式を取得するこ
とについて、議会の議決を求めるもの

原案可決

議案番号 議案名 表決結果

議案番号 議案名 表決結果 議案番号 議案名 表決結果

表決結果

※令和 7 年第 7 回定例会では、賛否の分かれた議案はありませんでした。赤字は議案の説明です。

10 月臨時会の
録画配信ページ

はこちら▶

◎議案の内容は
こちら▶

※令和 7 年第 6 回臨時会では、賛否の分かれた議案はありませんでした。赤字は議案の説明です。
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な
維
持
管
理
が
必
要
。
廃

炉
の
解
体
に
は
３
億
円
以
上
か
か

る
た
め
、
有
利
な
財
源
の
確
保
と

跡
地
利
用
計
画
の
検
討
が
必
要
。

　
　

本
市
が
循
環
型
社
会
形
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

公
こうめいとう

明党

鎌
か ま た

田 豊
とよかず

数 議員

　
　

　
　

住
宅
改
築
等
の
支
援
、
家
賃

補
助
等
の
支
援
は
。

　
　

結
婚
に
よ
る
新
生
活
支
援
と

し
て
住
宅
賃
貸
費
用
、
住
宅
取
得

費
用
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
な

ど
一
部
助
成
し
て
い
る
。

　
　

公
営
住
宅
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
、
優
先
的
に
入
居
で
き
な

い
か
。

　
　

有
効
な
対
策
に
な
り
得
る

が
、
公
営
住
宅
の
意
義
や
要
配
慮

者
の
受
け
皿
と
い
う
役
割
な
ど
を

考
慮
す
る
と
難
し
い
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保

護
者
負
担
を
第
２
子
半
額
、
第

３
子
無
料
等
の
負
担
軽
減
は
で

き
な
い
か
。

　
　

国
の
子
育
て
制
度
も
検
証
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　

　
　

秋
ま
つ
り
は
令
和
８
年
に
70

周
年
と
な
る
。
国
ス
ポ
の
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
か
ら
秋
ま
つ
り
ま
で
の

期
間
を
観
光
ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
盛

大
に
開
催
で
き
な
い
か
。

　
　

新
市
制
施
行
20
周
年
の
節
目

で
も
あ
り
、
実
行
委
員
会
で
協
議

し
た
い
。

　
　

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
や
絶
景
マ

ラ
ソ
ン
の
開
催
を
秋
の
ス
ポ
ー
ツ

月
間
に
ず
ら
し
、
２
月
か
ら
は
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
キ
ャ
ン
プ
等
を
本

市
で
受
け
入
れ
る
環
境
づ
く
り
は

で
き
な
い
か
。

　
　

開
催
時
期
の
変
更
は
難
し
い
。

循環型社会形成の推進

定住に向けた環境整備
問答

答 問

問

問答答

答

答

問

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

創
そうせい

生こばやし

原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

若
者
・
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

観
光
戦
略

問

答問答
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自
治
公
民
館
は
老
朽
化
や
人

口
減
少
に
よ
り
、
各
区
単
独
で
の

維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

複
数
区
の
連
携
や
防
災
機
能
を
含

む
新
た
な
地
域
拠
点
づ
く
り
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

自
治
公
民
館
は
地
域
の
所
有

物
で
あ
り
、
地
域
の
意
向
が
最
優
先

と
な
る
。
地
域
で
統
合
や
再
編
の
意

思
形
成
が
あ
れ
ば
実
現
さ
れ
て
い

く
と
考
え
る
。
そ
う
い
っ
た
相
談
に

は
丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
い
く
。

　
　

地
域
が
遠
慮
な
く
相
談
で
き

る
窓
口
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

運
動
公
園
で
導
入
さ
れ
た

ネ◇
豆
辞
典ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
公
園
、
公

衆
ト
イ
レ
、
清
掃
車
な
ど
小
規
模

施
設
に
も
広
げ
、
収
入
確
保
と
維

持
管
理
の
改
善
に
つ
な
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

他
自
治
体
で
も
小
規
模
施
設

へ
の
導
入
が
進
ん
で
お
り
、
本
市

で
も
十
分
可
能
性
が
あ
る
。
今
回

の
実
績
は
市
の
財
産
で
あ
り
、
今

後
も
財
源
確
保
に
向
け
て
、
あ
ら

ゆ
る
手
法
で
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

■
不
登
校
支
援
と
豊
か
な
学
び
の

保
障

　
　

　
　

小
野
湖
特
設
カ
ヌ
ー
・
ロ
ー

イ
ン
グ
競
技
場
予
定
地
に
あ
る
見

事
な
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
等
を
、
全
て

伐ば
っ
さ
い採
す
る
と
い
う
の
は
本
当
か
。

　
　

移
植
可
能
な
樹
木
に
つ
い
て

は
移
植
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

須
木
小
・
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
の
記
念
樹
も
あ
る
が
。

　
　

こ
れ
も
、
適
切
な
場
所
に
移

植
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

記
念
樹
は
た
だ
の
木
で
は
な

い
。
卒
業
生
た
ち
に
も
断
り
を
入

れ
て
、
し
か
る
べ
き
場
所
に
移
植

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

早
け
れ
ば
令
和
８
年
４
月
か

ら
、
小
学
校
の
給
食
費
は
国
に

よ
っ
て
無
償
化
さ
れ
る
。
そ
の
前

に
小
林
市
の
意
思
で
、
ま
ず
は
小

学
校
か
ら
無
償
化
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　

安
心
・
安
全
で
美
味
し
い
給

食
は
、
小
林
市
の
学
校
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。
よ
う
や

く
国
が
動
い
て
く
れ
そ
う
な
の
だ

か
ら
、市
長
の
英
断
を
求
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

■
学
校
統と
う
は
い
ご
う

廃
合
の
問
題

■
補
聴
器
購
入
助
成

かるかやの卒業記念樹

自治公民館の持続化を

問答

答

問 答

答

問 答 問

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

日
にほんきょうさんとう

本共産党

橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

新
しんせいかい

生会

能
の せ

勢 誠
まこと

 議員

須
木
か
る
か
や
跡
地
の
植
栽

稼
ぐ
力
で
自
主
財
源
確
保
を

意 問

自治公民館への伴走型支援を

意小
学
校
給
食
の
無
償
化

意

須木小・中の卒業記念樹と看板

問 答

五
ごこくほうじょう

穀豊穣を祈願し豊年に感謝する

一
般
質
問

12
月
定
例
会
で
は
14
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問
者
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
、

録
画
配
信
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

焼却炉は老朽化で解体が必要

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

デ
コ
活
と
は
、
脱
炭
素
と
エ
コ
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉
。

活
動
例
：
節
水
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

導
入
、ク
ー
ル
ビ
ズ
の
推
進
な
ど
。

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、
公
共

施
設
等
に
企
業
が
社
名
等
の
愛
称

を
つ
け
る
権
利
（
命
名
権
）
を
売

買
す
る
こ
と
。

　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

問答意

問
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９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た

「
新
し
い
地
方
経
済
生
活
環
境
創

生
交
付
金
事
業
」
は
中
心
市
街

地
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
の

拠
点
と
し
て
全
天
候
型
ド
ー
ム

等
を
整
備
す
る
も
の
だ
が
、
そ

の
方
向
性
に
つ
い
て
。

　
　

平
成
23
年
に
小
林
商
工
会

議
所
等
か
ら
陳
ち
ん
じ
ょ
う

情
が
あ
り
、
翌
年

３
月
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
財
源
の
問
題
で
実
現
で
き

な
か
っ
た
が
、
財
源
が
確
保
で

き
た
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら

９
年
度
ま
で
の
３
カ
年
で
整
備

し
て
い
く
。
よ
り
良
い
施
設
と

な
る
よ
う
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
や
関
係
団
体
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用

状
況
は
。

　
　

令
和
６
年
度
の
使
用
率
は
全

体
で
約
75
％
。
地
区
別
で
は
小
林

地
区
が
約
77
％
、
須
木
地
区
が
約

43
％
、
野
尻
地
区
が
約
69
％
だ
っ

た
。

　
　

な
ぜ
須
木
地
区
は
使
用
率
が

低
い
の
か
。

　
　

市
中
心
部
ま
で
距
離
が
あ

り
、
病
院
受
診
や
買
い
物
で
タ

ク
シ
ー
利
用
の
機
会
が
少
な
い
。

ま
た
、
須
木
地
区
内
で
は
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
あ
る
た
め

低
い
と
分
析
し
て
い
る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

不
登
校
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
、
虐
待
、
貧
困
な
ど
、
複
合

的
な
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
が

増
え
て
い
る
。
家
庭
や
学
校
だ

け
で
は
対
応
が
難
し
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
た
め
、
市
は
早
期
発
見

か
ら
支
援
の
接
続
、
18
歳
以
降

の
継
続
支
援
ま
で
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
を
構
築
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

一
人
一
人
の
要
因
や
背
景
を

丁
寧
に
把
握
し
、
福
祉
や
医
療
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

多
様
な
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
通
学
補
助

制
度
に
つ
い
て
は
。

　
　

多
様
な
学
び
の
場
の
一
つ

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
く
。

　
　

ご
み
問
題
は
地
域
任
せ
で
な

く
、行
政
が
主
体
的
に
関
与
し
た
、

公
平
で
持
続
可
能
な
ご
み
行
政
の

再
構
築
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
も
変
化
が
見
受
け
ら
れ

る
。
関
係
者
と
の
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
、
公
平
で
安
定
し
た
持

続
可
能
な
廃
棄
物
処
理
の
在
り
方

を
検
討
す
る
必
要
性
は
感
じ
て
い

る
。

住んでてよかった小林
問

問答 問

答

切れ目ない支援体制を
答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会

髙
た か の

野 良
よしふみ

文 議員

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

創
そうせい

生こばやし

永
な が の

野 雅
ま さ み

己 議員

小
林
駅
周
辺
の
活
性
化

ご
み
行
政
の
再
構
築

問答問答

122025/12 はなみずき

　
　

子
育
て
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
成
果
の
検
証
は
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
行
っ
て

い
る
が
、
子
育
て
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
し
て
お
り
、
支
援
な
ど
課
題
が

複
雑
化
し
て
い
る
。
今
後
の
施
策

で
強
化
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と

い
う
高
齢
者
の
願
い
を
叶
え
る
計

画
策
定
を
。

　
　

介
護
予
防
の
取
組
は
重
要
。

そ
し
て
地
域
の
通
い
場
づ
く
り
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
地
域

全
体
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
が
継

続
し
て
必
要
と
考
え
て
い
る
。
高

齢
者
が
地
域
に
出
て
行
け
る
よ

う
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　

令
和
８
年
度
、
陸
上
自
衛
隊

え
び
の
駐
屯
地
に
配
備
予
定
の
長

射
程
ミ
サ
イ
ル
島
し
ょ
防
衛
用
高

速
滑
空
弾
に
つ
い
て
、
防
衛
省
は

有
事
の
際
は
車
載
型
の
発
射
装
置

を
駐
屯
地
か
ら
移
動
し
て
発
射
す

る
運
用
を
想
定
し
て
い
る
が
。

　
　

市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
配
備
に
よ
り
影
響

が
及
ぶ
範
囲
で
あ
る
の
か
を
含
め

て
、
国
と
し
て
必
要
な
説
明
対
応

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

　
　

　
　

児
童
・
生
徒
が
減
少
し
て
い

る
今
こ
そ
、
今
い
る
子
ど
も
た
ち

を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
。

　
　

学
校
教
育
に
関
わ
る
教
育
費

は
こ
れ
ま
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
教

育
に
対
応
す
る
た
め
の
予
算
措
置

を
し
て
い
る
。
今
後
も
教
育
的
課

題
の
解
決
に
必
要
な
予
算
確
保
に

努
め
て
い
く
。

　
　

事
業
の
裏
付
け
と
な
る
予
算

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　

本
市
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
取
り
組
む
の

は
当
然
の
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
に

よ
り
よ
い
教
育
が
提
供
で
き
る

よ
う
必
要
な
予
算
に
つ
い
て
措

置
し
て
い
く
。

　
　

災
害
時
の
ト
イ
レ
の
確
保
、

管
理
計
画
の
策
定
は
。

　
　

ト
イ
レ
の
管
理
計
画
は
策
定

し
て
い
な
い
。

　
　

今
後
の
方
針
は
。

　
　

ト
イ
レ
関
連
備
蓄
を
検
討

し
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
不
足
が
引

き
起
こ
す
感
染
症
の
防
止
な
ど
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
避
難
者
が
少

し
で
も
安
心
し
て
避
難
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

■
忠
霊
塔
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

手厚さ続く教育行政へ

人口減少対策の強化を
問答

問答

問

答

答

問

問

問問 答

答

答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

日
にほんきょうさんとう

本共産党

大
おおさこ

迫 みどり 議員

独
居
高
齢
者
世
帯
が
増
加

もっともっと子育て支援の対策を
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詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっしんかい

新会

有
あ り き

木 将
しょうご

吾 議員

問答

市
民
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
る

教
育
行
政

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

子どもたちの成長は大人の責務 デコ活ジュニア活動委員発足

全天候型ドーム建設予定地



　
　

　
　

　
　

予
算
編
成
の
方
針
は
。

　
　

市
民
生
活
を
守
る
と
い
う
視

点
を
最
優
先
に
置
き
、
持
続
可
能

な
小
林
市
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

た
め
の
投
資
と
効
率
化
を
両
立
さ

せ
た
予
算
編
成
と
す
る
。

　
　

骨◇
豆
辞
典格

予
算
に
よ
る
影
響
は
。

　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
停
滞
が
生

じ
な
い
よ
う
必
要
な
経
費
は
確
保

し
予
算
編
成
す
る
。

　
　

前
年
度
の
一
般
財
源
の
90
％

以
内
と
す
る
方
針
に
つ
い
て
は
。

　
　

中
長
期
的
な
財
政
の
健
全
化

と
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
両

立
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
と
考

え
て
い
る
。

　
　

11
月
に
永
久
津
小
・
中
学

校
で
開
催
さ
れ
た
研
究
公
開
授

業
の
状
況
は
。

　
　

両
校
合
わ
せ
て
１
４
９
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。
教
員
か
ら
は
授

業
を
見
直
す
よ
い
機
会
と
な
っ
た

と
の
声
が
あ
り
、
教
員
の
指
導
支

援
の
在
り
方
や
授
業
構
成
の
工
夫

な
ど
、
今
後
の
研
究
の
推
進
に
つ

な
が
っ
た
。

　
　

 

こ
の
平
和
展
で
展
示
さ
れ
た

資
料
・
パ
ネ
ル
の
今
後
の
活
用
は
。

　
　

児
童
・
生
徒
の
平
和
教
育
の

観
点
か
ら
、
各
学
校
で
の
巡
回
展

示
等
を
行
っ
て
い
く
。

問答答問答

令和８年度予算編成は
問

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっしんかい

新会

押
おうりょうじ

領司 剛
つよし

 議員

教
育
行
政

142025/12 はなみずき

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

骨
格
予
算
と
は
、
市
長
選
挙
を
控

え
て
い
る
た
め
、
政
策
的
な
経
費

を
抑
え
、
必
要
最
小
限
の
収
支
の

み
を
計
上
す
る
予
算
の
こ
と
。

はなみずき№ 7515

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。

　
　

　
　

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施

設
建
設
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

　
　

令
和
８
年
３
月
の
完
成
を
目

指
し
て
お
り
、
11
月
末
時
点
で
進

捗
率
は
86
・
５
％
で
あ
る
。

　
　

新
施
設
で
の
業
務
開
始
は
。

　
　

５
月
連
休
明
け
の
予
定
。

　
　

交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
は
。

　
　

Ｊ
Ｒ
小
林
駅
を
起
点
と
し
た

施
設
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上

に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
指
定
管
理
者
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。

　
　

須
木
庁
舎
に
つ
い
て
具
体
的

な
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　

建
設
か
ら
44
年
経
過
し
、
老

朽
化
し
て
い
る
。
今
後
の
計
画
が

ま
と
ま
っ
た
段
階
で
示
し
た
い
。

　
　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
へ
移
転
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

　
　

令
和
５
年
10
月
に
実
施

し
、
対
象
の
５
５
７
世
帯
の
う
ち

４
３
７
世
帯
、
78
・
５
％
が
回
答
。

庁
舎
を
残
す
べ
き
16
・
８
％
、
移

転
し
て
も
よ
い
51
・
８
％
と
、
ど

ち
ら
で
も
よ
い
25
・
６
％
を
合
わ

せ
た
約
77
％
が
移
転
し
て
も
よ
い

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
　

令
和
７
年
８
月
に
野
尻
庁
舎

改
築
市
民
懇
話
会
か
ら
提
言
書
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
協
議

状
況
は
。

　
　

提
言
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
団
体
ヒ
ア

リ
ン
グ
も
実
施
し
、
具
体
的
整
備

内
容
や
基
本
方
針
及
び
基
本
計

画
素
案
の
作
成
作
業
を
進
め
て

い
る
。

問 答

答問答

更新時期を迎える施設
問

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党

竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員

公
共
施
設
の
整
備
状
況

答

問

移
動
平
和
展
〜
学
童
疎
開
〜

問答

問 答問答問 答

戦争と子どもたち（学童疎開）展

表紙のひとコマ

　今号の表紙は、小林秀峰高校３年 情報ソリュー

ション科の大
お お く ぼ

久保 智
さ と や

哉さん（写真部）の作品です。

　霧島岑
みね

神社を訪れたときに、仁
に お う ぞ う

王像そばの手
て み ず や

水舎

を撮影。一眼レフカメラで画角にこだわった一枚で

す。水面に揺れる色とりどりの花びらが美しく、来

訪者への心遣いと共に風情を感じさせてくれます。

　次号の表紙もお楽しみに！ 建設が進む新体育館

　令和 7 年 10 月 3 日（金）に子育て世代を対象とし

た「こばカフェ 2025」を開催。議場体験後、グルー

プに分かれ「地域の課題について」意見交換しました。

　参加いただいた皆さま、ありがとうございました。

　ＱＲコードから意見交換会の詳しい内容や様子がご

覧いただけます。

ダイジェスト動画
はこちら▲

こばカフェ 2025
報告書はこちら▲
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山
だ し

車の会と小
こ ば や し ち ょ う た い か

林町大火
100 年を前に

編 集 後 記
　今号は令和 7 年 12 月議会の内容を中心に
お届けしました。
　昨年 10 月に子育て世代を対象に開催した
意見交換会「こばカフェ 2025」や、11 月
の秋まつりなどで寄せられた多くの声は、早
速、一般質問等で議会に生かされています。
　今後も、市民の声が市政に反映されるよう、
取り組んでまいります。

広報広聴委員会副委員長　小川　真　

◆次の 3 月定例会（予定）は

◎定例会の「本会議」はライブ配信し
ています。インターネット検索または
ＱＲコードからアクセスしてご覧くだ
さい。

小林市議会　動画配信 検索

議会
中継

 開 会 日…２月２５日（水）

一般質問…２月２７日（金）、

　　　　　３月 2 日（月）、3 日（火）、４日（水）　

議案質疑…３月６日（金）、３月９日（月）

 閉 会 日…３月２４日（火）

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。
464

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和9 年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名(イニシャルまたはペンネームでも可）

ふりがな

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№ 75　2025.12 月議会号）

議員の

おしえてこすモ～ 「秋まつり（ほぜまつり）」とは？
　こばやし秋まつりは、昔は「ほぜまつり」とい
う名称で親しまれ、五穀豊穣を祈願し豊年に感謝
する伝統行事。小林市最大の祭りで、小林市史に
は昭和 31 年当時の「豊年祭」をその起源とすると
ある。

豆辞典

イチオシ ‼ ＆
語り継ぐ小林の歴史

シリーズ㊸

　昭和２年１月 28 日、昭和３年１月２日に大火災が発生。

昭和２年の大火では 637 戸が焼失し罹
り さ い し ゃ

災者が 3,400 人との

記録がある。災いの沈
ち ん せ い か

静化と商業の復興を祈願し、小林商工

会４代会長の朝
あ さ ひ ろ き ん ざ え も ん

廣金左衞門氏は神
み こ し

輿を寄贈。現在、秋
◇豆辞典

まつり

（ほぜまつり）で山車の会が先導する神輿の始まりである。

　まつり当日、山車の会は出で立ち式の後、日の出とともに

霧島岑
みね

神社から神輿を会場へ。神輿は山車に移され御
みぐるま

車と

なり、渡
と ぎ ょ し

御師が先導し、まつり会場内を練り歩く。勇ましい 

ＪＣ太鼓と引き手の高校生が毎年まつりを盛り上げている。

　大火 100 年を前に無病息災を祈りながら、秋まつりは今

年 70 周年を迎える。古
いにしえ

から甘酒やこんにゃくを食べる風習

や五
ごこくほうじょう

穀豊穣に感謝するまつりが、「ほっぜほっぜ（豊作）」の

掛け声とともにさらに 100 年続くことを強く願う。


